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2012～2013年度 ROTARY CLUB OF TOYOKAWA HOI CLUB WEEKLY 

例会日／毎週火曜日 12：30  例会場／豊川商工会議所 

会長／高桑 耐   幹事／大木健市  会報委員長／池田 弘

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4 豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ＨＰ／http://toyokawahoi.tank.jp 

クラブテーマ：ENJOY ROTARY 絆、みんな仲良く、クラブの未来へ

本年度第２回 通算１２５６回

平成２４年７月１０日（火）
出席報告

会員総数 出席者数 出席率 6/26修正出席率

５７名 ３９名 ７６．５％ ９４．１％

 ゲスト：豊川RC 木下良夫会長 竹内幹尚幹事、米山奨学生 ヴィン君  ビジター：田中寛孝さん（豊川 RC）

★会長あいさつ     高桑 耐会長

 こんにちは。

木下会長、竹

内幹事、よう

こそ。のち程

ご挨拶を頂き

たいと思いま

す。よろしく

お願いします。

 皆さんご存知のように、田中作次 RI 会長は、

日本人の RI 会長として 3 人目になります。過

去 2 人の日本人会長の事を少し調べてみまし

た。最初の会長は、ジョージ・キヨシ・トウ

ガサキさん、日本名は東ヶ崎潔さんです。1895
年サンフランシスコ生まれ。お父さんが 1886
年、19 歳の時にアメリカに渡り、アメリカで

日本人女性と結婚をされて、東ヶ崎さんは、8
人兄弟の長男として生まれました。当時とし

ては非常に珍しいことなのですが、高い教育

を受けて、カリフォルニア州立バークレー大

学に入学をされました。大学在学中に第一次

大戦があり、アメリカの兵士としてフランス

に行き、戦争が終わり大学に戻って 1920 年に

大学を卒業されています。お父さんが貿易の

仕事をされており、兄弟も多いことから、お

父さんの仕事を一緒に始め、日本には商売で

数回入国することになりました。1932 年の大

不況の時に日本に移住しました。英語も日本

語も堪能なので、いろんなところで活躍をさ

れました。ジャパンタイムズの社長になった

ころに、軍部によって解散を命じられて水曜

会として活動していたロータリークラブに勧

誘されました。1945 年に東京 RC が復活して、

1955-56 年度にクラブ会長に就任、1957-58 年

地区ガバナー、1968-69 年度に RI 会長に就任

しました。この時の RI のテーマは今でも有名

です。英語一文字で「PARTICIPATE！（参加

し敢行しよう！）」でした。

 ロータリーはゴルフによく似ています。参

加すればするほど楽しくなります。ゴルフも

同じです。最近は、若い新しい会員が増えま

したので、出来るだけ参加をして、ロータリ

ー人生を ENJOY して頂きたいです。

★幹事報告       大木健市幹事

次回例会について

日韓親善会議開催について

地区俳句大会開催について

新聞掲載記事について

★豊川 RC 木下良夫会長あいさつ

 こんにちは。

豊川 RC の本

年度の会長の

木下です。隣

が幹事の竹内

君です。どう

ぞ、一年間よ

ろしくお願い

します。

 高桑さんの奥さんと私の家内が古くからの

知り合いでございまして、これも何かのご縁

かと思い、嬉しく思っています。

久しぶりに、豊川宝飯さんの例会に出席を

させて頂きまして、久しい方が沢山いますが、

知らない方も沢山います。ちょっと時代が変

わったかなという印象を持ちました。
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 私の方針は、「ロータリーの原点に返ろう」

です。具体的には、ロータリーの綱領や四つ

のテストなどを中心に運営しようと考えてい

ます。クラブ奉仕、特に親睦活動を重点的に

やりたいと考えています。親睦というのは、

日本語で言うと親しく睦びあうと言うことで

すが、ロータリーの言う親睦は、ロータリー

綱領の第 1 の「奉仕の機会として知り合いを

広めること」です。これを中心にやっていき

たいと考えています。皆さん方とは、合同例

会などを通じて知り合いになる機会が多いわ

けです。従来以上に、お互いが良く知り合え

るような形の例会が持てたらと思っています。

親子クラブではありますが、年月を経て、そ

れぞれに歴史がありますので、良い意味でお

互いに切磋琢磨するのも良いですが、やはり

ロータリーは、知り合いを広める並びに遊戯

を増進することが、第一だと思いますので、

そのようなことを中心に一年間やっていきた

いと思います。よろしくお願いします。

★委員会報告

雑誌広報委員会(河本委員長) 
ロータリーの友 7 月号の内容紹介

★理事役員各委員長の就任あいさつ

〇杉浦節子職業奉仕委員長

 職業奉仕委員会

委員長を務めさせ

て頂きます。委員

会メンバーは、大

木悦子さん、細井

勉さん、池田弘さ

ん、石澤史郎さん

の 5 名で委員会活動をさせて頂きます。職業

奉仕ということで、非常に難しい委員会です

が、前年度の小田委員長からもご指導を頂き

まして、職業奉仕はロータリーの木で言うと、

木の幹の部分ですので、木は幹がしっかりし

ていないと色んな活動ができませんので、自

分の仕事を一生懸命して、それを基に色んな

活動をしようということで、そこの部分をコ

ンセプトにして活動をして行きたいと思いま

す。例会の開始に「四つのテスト」を唱和し

ています。委員会としても、四つのテストを

基本に考えていきたいと思います。10 月の担

当例会をします。毎年、委員長さんたちが素

晴らしい例会を開催されるので、それに負け

ないように頑張りたいと思います。一年間よ

ろしくお願いします。

〇土井昌司親睦委員長

 親睦委員会の

委員長を務めさ

せて頂きます。

一年間よろしく

お願いします。

今年の親睦委員

会は、高桑会長

の方針の「ENJOY ROTARY」を使わせて頂い

ております。この言葉のように、皆さんが楽

しく、そしてより絆を深めて頂くような企画

を盛りだくさん考えていますので、是非とも

ご参加頂きたいと思います。

 今年の年間を通じてのテーマは、南国イメ

ージしたイベントを企画させて頂きます。皆

様方を開放感あふれる、そして楽しい世界に

お連れしたいと思っていますので、しっかり

と皆さんついて来て頂きたいと思います。一

年間よろしくお願いします。

〇池田弘会報委員長

 会報委員会の

委員長を務めさ

せて頂きます。

どうぞよろしく

お願いします。

杉浦元保君と二

人でやっていき

ます。一年間、しっかりと会報を作りまして

皆さんにお届けしたいと思っています。一年

間よろしくお願いします。

〇河本圭史雑誌広報委員長

 雑誌広報委員

会の委員長を務

めさせて頂きま

す。何かと休み

がちでしたが、

委員長を任され

た以上は、お役

にたてるように頑張って行きたいと思ってい

ます。本日、第 1 回目のロータリーの友の紹

介をさせて頂きました。不慣れで、早口で紹
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介をして反省をしています。まだ入会 3 年未

満ですので、新鮮な目で、このような活動を

させて頂いております。若い会員の目線で紹

介をさせて頂き、諸先輩方からは物足りなさ

を感じることもあると思いますので、後輩を

温かく見守って頂ければと思います。私が紹

介できない時には、副委員長の浅野晋君が新

しい切り口で、雑誌の紹介をして頂きますの

で、こちらも楽しみにして頂きたいと思いま

す。一年間 ENJOY ROTARY で頑張りますの

で、今後もご指導ご鞭撻をお願いします。

〇井指和昭ニコボックス委員長

 ニコボックス委

員会の委員長を務

めさせて頂きます。

ニコボックス委員

会は、前の席に座

って進行をします。

いつも見られてい

るようで非常に緊張しますし、例会も欠席で

きません。今年度は、昨年以上に極力例会出

席をしていきたいと思います。副委員長の浅

野会員と共に一年間務めさせて頂きます。ど

うぞよろしくお願いします。

〇小野喜明米山奨学委員長

 今年度は米山奨

学委員長を務めさ

せて頂きます。米

山は、皆さんご存

知のように寄付を

頂いて運営してい

るわけです。具体

的に言いますと、民間の奨学団体として留学

生さんを支援しています。将来、日本の良い

思い出を持って帰って頂いて、日本との懸け

橋になって頂きたいということで作られてい

る奨学金団体です。民間がやっている日本で

最大の団体です。

 私は高校時代サッカーをやっていまして、

顧問の先生が東栄町の出身ということもあり

まして、3 年間合宿に東栄町に行っていまし

た。ですので、今でも東栄町は良い思い出の

地となっています。米山奨学生の皆さんにも、

日本は良いところだと思って頂くことが、ま

ず我々の一番の仕事だと思います。

 ご存知のように、かなり優秀な方が選ばれ

ています。大学内でも、ロータリーの米山奨

学生になるのは難しいという認識もあります。

またロータリアンのカウンセラーが、大学の

先生と連絡を取ったり、レポートを提出する

ように指導したり、かなり厳しくチェックも

しています。ただ単にお金をあげているわけ

ではなく、そのような活動を通じてロータリ

アンとの交流もしています。

 最近は、中国の学生が多くなっています。

中国から留学してくる学生は、非常に裕福な

家庭の方が多いです。普通の家庭の子供さん

では、日本までくる費用をだすことが難しい

です。地区の委員長さんが、米山の奨学金は、

貧しい方に奨学金を出すわけではなく、将来、

日本との懸け橋となって頂くためのものであ

り、出身のご家庭の貧富については問わない

と説明がありました。ご存知のように日本と

中国との関係は、良いようで悪い、悪いよう

で良いという感じですが、このようなことを

通じて民間交流は大事だと思います。現在は、

中国が一番多いそうです。次にベトナム、フ

ィリピン等になります。

 戦後の日本の中で、フルブラント財団、ロ

ックフェラー財団が日本の学生を招いてアメ

リカの学生生活を支援しました。その方々が

日本に帰って親米派として、マスコミや学校

を通じて日米交流の向上に貢献されました。

そのような活動を我々ができるようにと、ロ

ータリーの先輩方が米山奨学会を設立された

と思います。

★ニコニコボックス

豊川 RC 様  一年間よろしく

 木下良夫さん  〃

 田中寛孝さん メーキャップさせて頂き

 岩瀬靖宏会員 誕生日を祝って頂き

 夏目雅康会員  〃

 笠原盛泰会員 いろいろ祝って頂き

クラブ目標：会員増強純増    ２名

クラブ目標：Ｒ財団寄付額 ＄１００/人
現在の状況

 会員増強・・・・・・・・・・純増２名

 Ｒ財団寄付額・・・・・・・・＄８８/人

会報担当者：池田 弘会員、杉浦元保会員

このウィークリーは再生紙を使用しています。


